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『
世
継
物
語
』
所
載
説
話
全
六
十
話
（
宇
治
大
納
言
物
語
の
み
に
あ
る
四
話
を
含

む
）
の
内
、
説
話
中
に
和
歌
を
含
ま
な
い
説
話
は
、
第
二
十
一
話
・
第
二
十
三
話
・

第
二
十
六
話
・
第
二
十
八
話
・
第
二
十
九
話
・
第
三
十
話
・
第
三
十
三
話
・
第
三
十

八
話
・
第
四
十
三
話
・
第
四
十
八
話
・
第
四
十
九
話
・
第
五
十
話
・
第
五
十
一
話
・

第
五
十
二
話
・
第
五
十
三
話
・
第
五
十
五
話
・
第
五
十
八
話
で
あ
る
。
残
り
四
十
二

話
は
、
和
歌
（
和
歌
・
連
歌
、
漢
詩
）
を
含
ん
だ
話
で
あ
る
。

各
説
話
で
は
、
和
歌
の
作
者
や
詠
歌
事
情
を
語
り
、
い
か
に
名
歌
で
あ
る
か
等
を

物
語
る
と
と
も
に
、
和
歌
が
各
話
の
重
要
な
核
と
し
て
話
の
展
開
機
能
を
担
っ
て
い

る
。
ま
た
世
継
物
語
所
載
和
歌
が
他
の
多
く
の
文
献
に
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
名
歌
と
さ
れ
る
和
歌
と
名
歌
の
背
景
や
誕
生
の
い
き
さ
つ
を
物

語
る
説
話
が
幾
世
紀
に
渡
っ
て
連
綿
と
流
布
し
享
受
さ
れ
て
い
る
様
相
の
一
端
が
う

か
が
え
る
。

本
紀
要
第
四
十
七
号
か
ら
第
五
十
七
号
に
掲
載
し
て
き
た
『
世
継
物
語
』
注
釈
作

業
を
通
じ
て
、
他
の
日
本
文
学
の
作
品
の
中
に
も
、
同
じ
和
歌
が
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
実
態
の
一
端
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
注
釈
の
中
で
そ
の
成
果
を
十

分
反
映
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
今
回
一
覧
に
す
る
こ
と
と
し
た
。
既
に
世
継
物
語
と

の
共
通
話
（
一
六
話
）
を
持
つ
古
本
説
話
集
の
歌
に
つ
い
て
は
、
中
村
義
雄
・
小
内

一
明
両
氏
の
御
論
考（
１
）が

あ
る
。

凡
例
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
本
書
に
引
用
さ
れ
れ
て
い
る
和
歌
（
和
歌
・
連
歌
）・
漢
詩
に
通
し
番
号
を
付

し
て
立
項
し
た
。

一
、
和
歌
（
和
歌
・
連
歌
）
漢
詩
の
表
記
は
、
本
紀
要
の
本
文
を
用
い
た
。

一
、
和
歌
・
漢
詩
の
一
部
の
引
用
で
あ
る
場
合
は
、〈　
　

〉
を
付
し
て
立
項
し
て
、

和
歌
は
下
に
全
句
を
記
し
た
。

一
、
和
歌
・
漢
詩
の
下
の
（　
　

）
の
中
の
漢
数
字
は
、
本
書
の
説
話
番
号
、
ア
ラ

ビ
ア
数
字
は
、
本
紀
要
号
数
を
示
し
た
。

一
、
同
じ
和
歌
の
所
在
が
確
認
で
き
る
文
献
名
を
記
し
、
本
文
に
移
動
が
あ
る
部
分

の
み
を
「　
　

」
で
示
し
た
。
句
の
一
部
の
み
の
引
用
の
場
合
は
「
部
分
」
と
そ

の
旨
を
記
し
た
。

一
、
文
献
名
は
、
歌
集
・
歌
論
書
・
漢
詩
・
物
語
・
説
話
集
・
他
と
各
お
お
む
ね
成

『
世
継
物
語
』
の
和
歌
一
覧

白
石
美
鈴
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立
年
代
順
を
旨
と
し
て
掲
げ
た
。
文
献
の
引
用
は
、
歌
集
は
、
新
編
国
歌
大
観
、

私
家
集
大
成
、
日
本
歌
学
大
系
、
物
語
・
他
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
、
新
日
本

古
典
文
学
大
系
、
謡
曲
大
観
、
謡
曲
二
百
五
十
番
集
、
古
典
文
庫
本
、
中
世
の
文

学
（
三
弥
井
書
店
）
な
ど
参
照
し
や
す
い
も
の
を
用
い
た
。
な
お
、
和
泉
式
部
集

は
、
私
家
集
大
成
に
依
っ
た
。

1〈
春
行
き
秋
く
れ
ど
も
年
を
も
知
ら
ず
〉
春
住
秋
来　

不
レ

記
セレ

年
ヲ（
一
47
）

白
氏
文
集
新
楽
府
上
陽
白
髪
人

栄
花
物
語
上
巻
一
三
「
春
往
き
秋
来
た
れ
ど
も
年
も
し
ら
ず
」

2〈
残
の
と
も
し
火
の
壁
を
背
け
る
影
も
心
細
く
覚
さ
る
ゝ
〉
秋
夜
長　

夜
長
無
レ

寐
天
不
レ

明
、
耿
耿
タ
ル

残
燈
背
クレ

壁
ニ

 

影　

蕭
タ々
ル

暗
雨
打
ツレ

窓
ヲ

 

声
（
一
47
）

白
氏
文
集
新
楽
府
上
陽
白
髪
人

和
漢
朗
詠
集
上
巻
秋
夜

林
下
集
三
五
八
上
陽
人

和
泉
式
部
日
記　

部
分
「
よ
も
す
が
ら
な
に
ご
と
を
か
は
思
ひ
つ
る
窓
打
つ
雨
の
音

を
聞
き
つ
つ
」

栄
花
物
語
上
巻
一
三
「
残
の
燈
火
の
壁
に
背
け
る
影
も
心
細
う
お
ぼ
さ
る
ゝ
」

平
家
物
語
灌
頂
巻　

部
分
「
壁
に
そ
む
る
残
の
灯
の
か
げ
か
す
か
に
夜
も
す
が
ら
窓

う
つ
く
ら
き
雨
の
音
ぞ
さ
び
し
か
り
け
る
」

宝
物
集
巻
二
「
物
思
へ
ば
壁
に
そ
む
け
る
と
も
し
火
の
き
え
か
へ
り
て
ぞ
あ
か
し
か

ね
つ
る
」

唐
物
語
第
一
五　

部
分
「
燈
火
を
そ
む
け
帳
を
隔
て
て
」

謡
曲
善
知
鳥　

部
分
「
秋
の
夜
長
し
夜
な
長
け
れ
ば
」

3〈
我
身
世
に
経
る
〉
花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
ず
ら
に
わ
が
身
世
に
経
る

な
が
め
せ
し
ま
に
（
一
47
）

小
町
集

古
今
和
歌
集
巻
第
二
春
歌
下

三
十
六
人
集

三
十
六
人
撰
（
甲
）

古
三
十
六
人
歌
合
（
戌
）

古
三
十
六
歌
僊
秘
談
（
庚
）

俊
成
三
十
六
人
集
合
（
古
三
十
六
人
歌
合
）

近
代
秀
歌

定
家
八
代
抄

定
家
十
体

詠
歌
大
概

色
葉
和
難
抄

西
行
上
人
談
抄

万
物
部
類
倭
歌
抄　

部
分
「
初
句
な
し
」

三
十
六
人
撰
（
甲
）

八
代
集
秀
歌

百
人
秀
歌

百
人
一
首

時
代
不
同
歌
合

六
華
和
歌
集

宗
尊
親
王
三
百
首

井
蛙
抄

詞
林
采
葉
集
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女
房
三
十
六
人
歌
合
（
乙
）

桐
火
桶

明
日
香
井
和
歌
集

練
玉
和
歌
抄

聴
玉
集　

部
分
「
上
句
な
し
」

内
裏
進
上

水
無
瀬
の
玉
藻

歌
の
大
意

栄
花
物
語
上
巻
一
三　

部
分
「
我
身
世
に
経
る
」
の
み

4
い
つ
こ
よ
り
春
来
た
り
け
ん
見
し
人
も
絶
え
に
し
宿
に
梅
ぞ
か
ほ
れ
る
（
一
47
）

栄
花
物
語
上
巻
一
三　

第
四
・
第
五
句
「
絶
え
に
し
宿
の
梅
ぞ
匂
へ
る
」

雑
々
集
上
一
五　

第
二
句
「
春
や
来
に
け
ん
」、
第
七
句
「
梅
ぞ
に
ほ
へ
る
」

5
過
き
に
け
る
年
月
何
を
思
ひ
け
ん
今
し
も
も
の
の
歎
か
し
き
か
な
（
一
47
）

万
代
和
歌
集
巻
一
三
恋
五

続
古
今
集
巻
一
五
恋
五

栄
花
物
語
上
巻
一
三

雑
々
集
上
一
五

6
打
と
け
て
誰
も
ま
た
ね
ぬ
夢
の
世
に
人
の
つ
ら
さ
を
見
る
ぞ
悲
し
き
（
一
47
）

万
代
和
歌
集
巻
第
一
三
恋
五

栄
花
物
語
上
巻
一
三

宝
物
集
（
一
巻
本
）

雑
々
集
上
一
五

7
千
歳
へ
ん
程
を
知
ら
ね
ば
こ
ぬ
人
を
待
つ
は
猶
こ
そ
さ
ひ
し
か
り
け
れ
（
一
47
）

栄
花
物
語
上
巻
一
三　

第
二
句
「
程
も
知
ら
ず
」

雑
々
集
上
一
五

8
恋
し
さ
も
辛
さ
も
と
も
に
知
ら
せ
つ
る
人
を
は
い
か
ゞ
う
し
と
思
は
ぬ
（
一
47
）

万
代
和
歌
集
巻
第
一
三
恋
五

栄
花
物
語
上
巻
一
三

雑
々
集
上
一
五　

第
五
句
「
う
し
と
思
は
ん
」

9
解
く
と
だ
に
見
え
ず
も
有
か
な
冬
の
夜
の
片
敷
き
袖
に
む
す
ぶ
氷
の
（
一
47
）

栄
花
物
語
上
巻
一
三

雑
々
集
上
一
五

10
逢
ふ
事
の
滞
り
つ
る
程
ふ
れ
ば
と
く
れ
と
と
く
る
気
色
た
に
な
し
（
一
47
）

栄
花
物
語
上
巻
一
三　

第
二
句
「
と
と
こ
ほ
り
つ
つ
」

雑
々
集
上
一
五

11
松
風
は
色
や
み
ど
り
に
吹
つ
ら
ん
物
思
ふ
人
の
身
に
ぞ
し
み
け
る
（
一
47
）

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
七
雑
三

難
後
拾
遺
抄

万
物
部
題
倭
歌
抄

定
家
八
代
抄

栄
花
物
語
上
巻
一
四

宝
物
集
巻
三　

第
三
句
「
ふ
け
つ
ら
ん
」

雑
々
集
上
一
五　

第
五
句
「
物
思
ふ
袖
の
」
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12
ま
た
ま
し
も
か
ば
か
り
こ
そ
は
あ
ら
ま
し
か
思
ひ
も
か
け
ぬ
け
ふ
の
夕
暮
（
二
47
）

和
泉
式
部
集
Ⅰ

千
載
和
歌
集
巻
一
四
恋
四　

初
句
「
待
つ
と
て
も
」
第
五
句
「
秋
の
夕
暮
」

和
泉
式
部
日
記

古
本
説
話
集
上
六

雑
々
集
上
二

13〈
人
は
草
葉
の
露
な
れ
や
〉
わ
が
思
ふ
人
は
草
葉
の
露
な
れ
や
か
く
れ
ば
袖
の
ま

づ
そ
ほ
つ
ら
ん
（
二
47
）

拾
遺
和
歌
集
巻
一
二
恋
二

河
海
抄　

薄
雲

14
心
み
に
雨
も
ふ
ら
な
ん
宿
す
き
て
空
行
月
の
影
や
と
ま
る
と
（
二
47
）

和
泉
式
部
集
Ⅰ　

第
三
句
「
か
と
す
き
て
」

和
泉
式
部
日
記

古
本
説
話
集
上
六

15
あ
ぢ
き
な
く
雲
居
の
月
に
よ
そ
は
れ
て
影
こ
そ
出
づ
れ
心
や
は
行
く
（
二
47
）

和
泉
式
部
日
記

古
本
説
話
集
上
六

雑
々
集
上
二

和
歌
威
徳
物
語
下
五
第
二
一
歌
の
德
さ
ま
〳
〵
あ
る
事

16
我
故
に
月
を
な
が
む
と
告
つ
れ
は
誠
か
と
見
に
出
で
て
来
に
け
り
（
二
47
）

和
泉
式
部
日
記

古
本
説
話
集
上
六

雑
々
集
上
二

17
こ
と
わ
り
や
い
か
で
か
鹿
の
鳴
か
ざ
ら
ん
こ
よ
ひ
ば
か
り
の
命
と
思
へ
ば
（
二
47
）

和
泉
式
部
集
Ⅲ　

第
五
句
「
い
の
ち
と
お
も
ひ
て
」

和
泉
式
部
集
Ⅳ　

第
五
句
「
命
と
思
へひ
て
イは

」

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
七
雑
三

古
本
説
話
集
上
六

曽
我
物
語
（
仮
名
）
巻
五

謡
曲
橋
弁
慶　

部
分
「
今
宵
ば
か
り
の
名
残
な
れ
ば
」

謡
曲
笛
の
巻　

部
分
「
今
宵
ば
か
り
の
名
残
な
れ
ば
」

雑
々
集
上
二

和
歌
威
徳
物
語
下
五
第
二
一
歌
の
德
さ
ま
〳
〵
あ
る
事

和
歌
奇
特
物
語　

和
泉
し
き
ふ
の
事　

第
二
・
三
句
「
な
を
も
く
ら
き
に
ま
よ
ふ

へ
し
」

18
物
思
へ
ば
沢
の
蛍
も
我
身
よ
り
あ
く
が
れ
出
る
魂
か
と
ぞ
見
る
（
二
47
）

和
泉
式
部
集
Ⅲ
・
Ⅳ

後
拾
遺
和
歌
集
巻
二
〇
雑
六
神
祇

俊
頼
髄
脳

和
歌
童
蒙
抄

保
安
二
年
関
白
内
大
臣
忠
通
歌
合　

六
番
判
詞　

第
二
句
「
沢
の
蛍
を
」
第
四
句

「
あ
く
が
れ
に
け
る
」

袋
草
紙
上
巻

後
六
々
選
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万
物
部
題
倭
歌
抄

時
代
不
同
歌
合
一
五
〇
番
左

新
歌
仙

女
房
三
十
六
人
歌
合

歌
枕
名
寄

倭
歌
題
材
抄

九
代
抄

和
歌
呉
竹
集
四

古
今
選
三

金
選
集
巻
四
ノ
八

古
本
説
話
集
上
六

無
名
草
子

十
訓
抄
一
〇
ノ
一
三

古
今
著
聞
集
巻
五

沙
石
集
巻
五
下　

第
二
句
「
さ
は
べ
の
蛍
」「
さ
は
の
蛍
」

三
国
伝
記
一
ノ
二
七

御
伽
草
子　

四
人
比
丘

御
伽
草
子　

鳥
獣
戯
画
歌
合
物
語

謡
曲
鉄
輪　

部
分
「
我
は
貴
船
の
川
瀬
の
蛍
火
」

謡
曲
玉
葛　

部
分
「
あ
る
ひ
は
こ
が
る
ゝ
や
。
身
よ
り
い
づ
る
。
玉
と
み
る
ま
で
包

め
ど
も
。
蛍
に
乱
れ
つ
る
。」

東
斎
随
筆
詩
歌
類
五　

第
四
句
「
ア
ク
ガ
レ
ニ
ケ
ル
」

女
郎
花
物
語
下
三
五
（
写
本
）・
下
四
六
（
万
治
四
版
）

雑
々
集
上
二

和
歌
威
徳
物
語
上
二
第
九
歌
の
德
に
て
神
明
種
々
利
生
の
事

和
歌
德
一
三
三　

第
二
句
「
さ
は
へ
の
ほ
た
る
」

和
歌
奇
特
物
語　

和
泉
し
き
ふ
の
事　

第
四
句
「
あ
く
か
れ
い
て
し
」

19
奥
山
に
た
ぎ
り
て
落
つ
る
瀧
つ
瀬
の
玉
ち
る
ば
か
り
物
な
思
ひ
そ
（
二
47
）

和
泉
式
部
集
Ⅳ

後
拾
遺
和
歌
集
巻
第
二
十
雑
六
第
三
句
「
滝
つ
瀬
のに
」

俊
頼
髄
脳
上
第
三
句
「
瀧
津
瀬
の
」、
下
第
三
句
「
た
ぎ
つ
瀬
に
」

和
歌
童
蒙
抄

保
安
二
年
関
白
内
大
臣
忠
通
歌
合　

六
番
判
詞　

部
分
「
た
ま
ち
る
ば
か
り
も
の
な

お
も
ひ
そ
」

袋
草
紙
上
巻

後
六
々
選

万
物
部
題
倭
歌
抄

新
歌
仙

女
房
三
十
六
人
歌
合

歌
枕
名
寄

六
華
集

倭
歌
題
材
抄

九
代
抄

歌
林
良
材
集

和
歌
呉
竹
集
四
一

古
今
選
三

金
選
集
巻
四
ノ
八

古
本
説
話
集
上
六　

第
三
句
「
滝
つ
瀬
に
」

無
名
草
子　

第
三
句
「
滝
津
瀬
に
」
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十
訓
抄
一
〇
ノ
一
三

古
今
著
聞
集
巻
五

沙
石
集
巻
五
下

三
国
伝
記
一
ノ
二
七

御
伽
草
子　

鳥
獣
戯
画
歌
合
物
語

東
斎
随
筆
詩
歌
類
五

女
郎
花
物
語
下
三
五
（
写
本
）・
下
四
六
（
万
治
四
版
）

雑
々
集
上
二

和
歌
威
徳
物
語
上
二
第
九
歌
の
德
に
て
神
明
種
々
利
生
の
事

和
歌
德
一
三
三

20
と
ゝ
め
お
き
て
誰
を
哀
と
思
ふ
ら
ん
子
は
ま
さ
り
子
は
ま
さ
ら
な
ん
（
三
47
）

和
泉
式
部
集
Ⅰ　

第
四
・
五
句
「
こ
は
ま
さ
る
ら
ん
こ
は
ま
さ
り
け
り
」

和
泉
式
部
集
Ⅲ
・
Ⅳ　

第
四
・
五
句
「
こ
は
ま
さ
り
け
り　

こ
は
ま
さ
る
ら
ん
」

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
〇
哀
傷　

第
四
・
五
句
「
こ
は
ま
さ
る
ら
ん
こ
は
ま
さ
り
け
り
」

古
来
風
体
抄
下　

第
四
・
五
句
「
こ
は
ま
さ
る
ら
ん
こ
は
ま
さ
り
け
り
」

定
家
八
代
抄
巻
八
哀
傷
歌　

第
四
・
五
句
「
子
は
ま
さ
る
ら
ん
こ
は
ま
さ
り
け
り
」

万
物
部
類
倭
歌
抄　

第
四
・
五
句
「
こ
は
ま
さ
る
ら
ん
こ
は
ま
さ
り
け
り
」

了
俊
一
子
伝　

第
四
・
五
句
「
子
は
ま
さ
る
ら
ん
子
は
ま
さ
り
け
り
」

落
書
露
顕　

第
四
・
五
句
「
子
は
ま
さ
る
ら
ん
子
は
ま
さ
り
け
り
」

九
代
抄

和
泉
式
部
日
記　

第
五
句
「
子
は
ま
さ
る
ら
ん
」

栄
花
物
語
・
衣
の
玉　

第
五
句
「
子
は
ま
さ
る
ら
ん
」

古
本
説
話
集
上
七　

第
五
句
「
子
は
ま
さ
る
ら
ん
」

宝
物
集
（
一
巻
本
）　

第
四
・
五
句
「
こ
は
ま
さ
る
ら
む
こ
は
ま
さ
り
け
り
」

無
名
草
子　

初
句
「
と
め
お
き
て
」
第
四
・
五
句
「
子
は
ま
さ
る
ら
ん
子
は
ま
さ
り

け
り
」

雑
々
集
上
三　

第
五
句
「
こ
は
ま
さ
る
ら
ん
」

21
暗
き
よ
り
暗
き
道
に
ぞ
入
り
ぬ
べ
き
は
る
か
に
照
せ
山
の
端
の
月
（
三
47
）

拾
遺
和
歌
集
巻
二
〇
哀
傷

後
十
五
番
歌
合
二
番
右

麗
花
集
巻
一
〇
雑

和
泉
式
部
集
Ⅰ
・
Ⅲ
・
Ⅳ

玄
々
集

俊
頼
髄
脳
上　

部
分
「
は
る
か
に
照
ら
せ
山
の
端
の
月
」

新
撰
朗
詠
集
下
雑

相
撲
立
詩
歌
合
四
番
右

和
歌
童
蒙
抄

保
安
二
年
関
白
内
大
臣
忠
通
歌
合
・
六
番
判
詞

後
六
々
選

袋
草
紙
上　

部
分
「
は
る
か
に
照
ら
せ
山
の
端
の
月
」

古
来
風
体
抄　

初
選
本　

再
選
本
第
三
句
「
入
り
に
け
る
」

長
名
無
名
抄　

部
分
「
は
る
か
に
て
ら
せ
」

定
家
八
代
抄
巻
十

西
行
上
人
談
抄

時
代
不
同
歌
合
一
四
九
番
左

女
房
三
十
六
人
歌
合　

第
三
句
「
入
り
に
け
る
」

愚
問
賢
注　

部
分
「
は
る
か
に
照
ら
せ
山
の
は
の
月
」

近
来
風
体
抄　

部
分
「
は
る
か
に
て
ら
せ
」
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和
歌
講
談　

部
分
「
は
る
か
に
照
ら
せ
山
の
端
の
月
」

九
代
抄

聞
書
全
集　

部
分
「
は
る
か
に
て
ら
せ
」

和
歌
呉
竹
集

古
本
説
話
集
上
七

宝
物
集
（
七
巻
本
・
元
禄
本
）
巻
三

無
名
草
子

沙
石
集
巻
五
下

発
心
集
巻
六

三
国
伝
記
巻
八
ノ
二
一

御
伽
草
子　

い
づ
み
し
き
ぶ　

第
二
・
三
・
四
句
「
く
ら
き
闇
路
に
生
れ
き
て
さ
や

か
に
」

御
伽
草
子
和
泉
式
部
縁
起　

第
三
句
「
入
り
ぬ
べ
き
」

月
刈
藻
集
下

雑
々
集
上
四

和
歌
威
徳
物
語
下
二
第
二
一
歌
の
德
さ
ま
〳
〵
あ
る
事

和
歌
奇
特
物
語

謡
曲
鵺
第
三
句
「
入
り
け
る
」

謡
曲
和
泉
式
部

謡
曲
俊
寛　

部
分
「
闇
き
道
に
ぞ
入
り
に
け
る
」

22
ひ
る
は
蝉
よ
る
は
蛍
に
身
を
な
し
て
鳴
暮
し
て
も
燃
え
あ
か
す
哉
（
四
47
）

定
頼
集
Ⅰ

定
頼
集
Ⅱ　

第
二
句
「
よ
る
は
蛍
と
」

古
本
説
話
集
八　

第
四
・
五
句
「
鳴
き
暮
ら
し
て
は
燃
え
や
明
か
さ
ん
」

雑
々
集
上
五　

第
四
・
五
句
「
鳴
く
ら
し
て
は
も
え
あ
か
す
か
な
」

23
は
る
〳
〵
と
野
中
に
見
ゆ
る
忘
れ
水
た
え
ま
〳
〵
を
な
け
く
比
か
な
（
四
47
）

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
三
恋
三

定
家
八
代
抄

万
物
部
類
倭
歌
抄

色
葉
和
難
抄
巻
三

古
本
説
話
集
上
八

無
名
草
子

雑
々
集
上
五　

第
五
句
「
な
げ
く
比
に
も
」

24〈
な
が
き
思
ひ
は
〉
蟋
蟀
い
た
く
な
な
き
そ
秋
の
夜
の
長
き
思
ひ
は
我
ぞ
ま
さ
れ
る

白
氏
文
集
新
楽
府
上
陽
白
髪
人

文
選
・
詠
懐
詩
一
七
首
「
開
秋
兆
涼
気　

蟋
蟀
鳴
牀
帷　

感
物
懐
殷
憂
悄
悄
」

経
国
集
・
良
岑
安
世
・
賦
秋
可
哀

古
今
和
歌
集
巻
四
秋
歌
上

古
今
六
帖
巻
六

和
漢
朗
詠
集
上
巻
秋

後
六
々
撰

桐
火
桶

古
本
説
話
集
上
八　

部
分
「
な
か
き
思
ひ
そ
」

撰
集
抄
巻
八

栄
雅
抄　

部
分
「
秋
の
夜
の
長
き
明
し
難
き
も
の
思
ひ
は
我
こ
そ
勝
れ
と
言
ふ
」

25
よ
そ
に
て
も
見
る
に
心
は
慰
さ
ま
で
立
こ
そ
ま
さ
れ
賀
茂
の
河
浪
（
四
47
）
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古
本
説
話
集
上
八

無
名
草
子

雑
々
集
上
五

26
恋
し
さ
を
忍
び
も
あ
へ
ぬ
空
蝉
の
う
つ
し
心
も
な
く
成
に
け
り
（
四
47
）

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
四
恋
四　

第
二
句
「
忍
び
も
あ
へ
ず
」

定
家
八
代
抄

万
物
部
類
倭
歌
抄
恋　

第
二
句
「
忍
び
も
あ
へ
ず
」
１
３
３
２

古
本
説
話
集
上
八　

第
二
句
「
忍
び
も
あ
え
ぬ
」

無
名
草
子　

第
二
句
「
忍
び
も
あ
へ
ず
」

雑
々
集
上
五

27
身
を
捨
て
て
心
も
な
き
に
成
に
し
を
い
か
で
と
ま
れ
る
思
ひ
成
ら
ん
（
四
47
）

古
本
説
話
集
上
八　

第
二
句
「
忍
び
も
あ
え
ぬ
」

雑
々
集
上
五　

第
四
句
「
わい
イ

か
で
と
ま
れ
る
」

28
世
を
か
へ
て
心
み
れ
ど
も
山
の
端
に
盡
き
せ
ぬ
物
は
恋
に
ぞ
有
け
る
（
四
47
）

古
本
説
話
集
上
八

雑
々
集
上
五
第
三
句
「
山
の
端
のに
イ

」

29
い
に
し
へ
の
奈
良
の
都
の
八
重
桜
け
ふ
九
重
に
匂
ひ
ぬ
る
か
な
（
五
47
）

後
十
五
番
歌
合
八
番
左

玄
々
集
一
五
九

伊
勢
大
輔
集
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ

金
葉
和
歌
集
三
奏
本
巻
一
春

相
撲
立
詩
歌
合
十
二
番
右
二
三

新
撰
朗
詠
集
下
雑
禁
中
四
八
四

後
十
五
番
歌
合
八
番
右
一
六

詞
花
和
歌
集
巻
一
春

袋
草
紙
上
巻

後
六
々
選

定
家
八
代
抄

清
輔
雑
談
集

詞
華
集
註

古
来
風
体
抄
下

日
吉
社
選
歌
合
雑
三
九
番
右

御
裳
濯
和
歌
集

八
代
集
秀
歌

新
勅
撰
和
歌
集

百
人
秀
歌

百
人
一
首

万
代
和
歌
集

新
時
代
不
同
歌
合
下
三
十
六
番
左

歌
枕
名
寄

女
房
三
十
六
人
歌
合
（
乙
）

女
房
三
十
六
人
歌
合
（
丙
）

女
三
十
六
人
撰
（
甲
）

五
十
五
番
歌
合
後
一
五
番
の
内
八
番
左

九
代
抄

私
玉
抄
巻
一
春
之
部
五
〇
花　

初
句
「
古
の
」



『世継物語』の和歌一覧

35

初
学
考
鑑　

部
分
「
け
ふ
九
重
に
匂
ひ
ぬ
る
」

古
今
撰

金
葉
集
巻
四
ノ
二
七　

部
分
「
奈
良
ノ
都
ノ
八
重
桜
」

古
本
説
話
集
上
八

今
鏡
み
こ
た
ち
第
八
は
な
の
あ
る
じ　

部
分
「
奈
良
の
都
を
お
も
ひ
こ
そ
や
れ
」「
八

重
桜
秋
の
紅
葉
い
か
な
ら
ん
」

長
門
本
平
家
物
語

延
慶
本
平
家
物
語

源
平
盛
衰
記
・
第
四
十
八

十
訓
抄
一
ノ
一
八　

部
分
「
け
ふ
九
重
に
」

雑
々
集
上
六

和
歌
奇
特
物
語
伊
勢
太
輔
の
事

謡
曲
雲
雀
山　

部
分
「
奈
良
の
都
の
八
重
桜
咲
き
か
へ
る
道
ぞ
め
で
た
き
〳
〵
」

30
み
る
め
こ
そ
あ
ふ
み
の
海
に
か
た
か
ら
め
吹
き
だ
に
通
へ
志
賀
の
浦
風
（
五
47
）

伊
勢
大
輔
集
Ⅱ

伊
勢
大
輔
集
Ⅰ　

第
二
句
「
あ
ふ
み
の
う
み
の
」

伊
勢
大
輔
集
Ⅲ　

第
二
句
「
あ
ふ
み
の
う
み
は
」

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
三
恋
三

後
六
々
選

五
代
集
歌
枕
下

古
来
風
体
抄
下

千
五
百
番
歌
合
一
七
・
一
二
六
八
番
判
詞

万
代
和
歌
集

女
房
三
十
六
人
歌
合

新
時
代
不
同
歌
合
下

二
八
要
抄

女
房
三
十
六
人
歌
合
（
丙
）
一
三
番
左

女
三
十
六
人
撰
（
甲
）

三
十
六
人
女
歌
仙
（
丁
）

古
今
撰

古
本
説
話
集
上
八

無
名
草
子

雑
々
集
上
六

31
君
み
れ
ば
ち
り
も
く
も
ら
で
万
代
の
よ
は
ひ
を
の
み
も
ま
す
鏡
哉
（
五
47
）

伊
勢
大
輔
集
Ⅰ　

第
三
句
「
ち
と
せ
を
の
み
も
」

伊
勢
大
輔
集
Ⅱ　

第
二
・
三
・
四
「
ち
り
も
つ
も
ら
し
よ
ろ
つ
よ
に
光
を
の
み
も
」

後
拾
遺
和
歌
集
巻
四
恋
三

古
本
説
話
集
上
九

雑
々
集
上
六

32
曇
り
な
き
鏡
の
光
ま
す
〳
〵
も
て
ら
さ
む
影
に
か
は
ら
さ
ら
め
や
（
五
47
）

伊
勢
大
輔
集
Ⅰ
・
Ⅱ

後
拾
遺
和
歌
集
巻
四
賀

今
鏡
藤
波
下
第
六
ま
す
鏡　

第
五
句
「
か
く
れ
ざ
ら
め
や
」

古
本
説
話
集
上
九

雑
々
集
上
六　

第
五
句
「
か
は
ら
ま
し
や
は
」
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33
さ
か
月
の
さ
や
け
き
影
の
見
え
ぬ
れ
ば
ち
り
の
お
そ
り
は
あ
ら
じ
と
を
し
れ

 

（
六
47
）

後
拾
遺
和
歌
集
巻
二
〇
神
祇　

初
句
「
さ
か
月
に
」

俊
頼
髄
脳　

初
句
「
さ
か
づ
き
に
」

元
永
元
年
関
白
内
大
臣
忠
通
歌
合

袋
草
紙
上
巻　

初
句
「
さ
か
づ
き
に
」

雑
々
集
上
一
三　

初
句
「
さ
か
月
に
」
第
四
句
「
ち
り
の
お
そ
れ
は
」

34
祖
父
父
孫
祐
親
が
三
代
ま
で
に
い
た
ゞ
き
ま
つ
る
す
へ
ら
御
神
（
六
47
）

後
拾
遺
和
歌
集
巻
二
〇
神
祇　

第
三
句
「
み
よ
ま
で
に
」

俊
頼
髄
脳　

第
三
句
「
三
代
ま
で
に
」

袋
草
紙
上　

第
二
・
三
句
「
す
け
ち
か
み
よ
ま
で
に
」

六
華
和
歌
集　

第
三
句
「
三
代
ま
で
に
」

35
故
郷
の
た
び
ね
の
夢
に
見
え
つ
る
は
思
ひ
や
す
ら
ん
又
と
ゝ
は
ね
ば
（
七
47
）

新
古
今
和
歌
集
巻
一
〇
羇
旅
歌　

第
四
句
「
恨
み
や
す
ら
む
」

歌
枕
名
寄

草
庵
集

練
玉
和
歌
抄

歌
の
大
意　

第
四
句
「
恨
み
や
す
ら
ん
」

大
和
物
語
一
三
四　

第
四
句
「
う
み
や
す
ら
む
」

大
鏡
（
宇
多
紀
）

打
聞
集
一
七
オ

宝
物
集
巻
四
（
四
冊
本
・
九
冊
本
）

十
訓
抄
六
ノ
九　

第
五
句
「
ま
た
も
と
は
ね
ば
」

36
玉
匣
二
と
せ
あ
は
ぬ
君
が
身
を
あ
け
な
が
ら
や
は
あ
は
ん
と
思
ひ
し
（
八
47
）

公
忠
集　

第
五
句
「
あ
ら
ん
と
お
も
ひ
し
」

後
撰
和
歌
集
巻
一
五
雑
一　

第
五
句
「
あ
ら
む
と
思
ひ
し
」

三
十
人
撰
六
番
右

和
漢
朗
詠
集
下
巻
将
軍　

第
五
句
「
あ
ら
む
と
お
も
ひ
し
」

三
十
六
人
撰
（
甲
）
九
番
左　

第
五
句
「
あ
ら
ん
と
お
も
ひ
し
」

古
三
十
六
人
歌
合
（
戌
）
九
番
左

古
三
十
六
人
歌
倦
秘
訣
（
康
）
第
一
六
番
右

俊
頼
髄
脳　

第
五
句
「
あ
ら
ん
と
お
も
ひ
し
」

和
歌
童
蒙
抄　

第
五
句
「
あ
ら
む
と
思
ひ
し
」

俊
成
三
十
六
人
歌
合　

第
五
句
「
あ
ら
む
と
お
も
ひ
し
」

定
家
八
代
抄　

第
五
句
「
あ
ら
む
と
思
ひ
し
」

万
物
部
類
倭
歌
抄

大
和
物
語
四

37
白
雲
の
九
重
に
立
つ
嶺
な
れ
ば
大
内
山
と
い
ふ
に
ぞ
あ
り
け
る
（
九
47
）

兼
輔
集
Ⅰ
・
Ⅲ　

第
二
・
三
句
「
こ
ゝ
の
へ
に
し
も
立
つ
る
は
」

兼
輔
集
Ⅱ　

第
二
・
三
句
「
こ
ゝ
の
へ
に
し
も
た
ち
い
つ
る
」
第
五
句
「
い
へ
は
な

り
け
り
」

兼
輔
集
Ⅳ　

第
五
句
「
む
へ
そ
あ
り
け
る
」

詞
華
集
註　

第
五
句
「
イ
フ
ニ
ザ
リ
ケ
ル
」

新
勅
撰
和
歌
集
巻
一
九
雑
四

歌
枕
名
寄

五
代
勅
撰
集
詞
華
集
春
部　

第
五
句
「
イ
フ
ニ
ザ
リ
ケ
ル
」

大
和
物
語
三
五
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古
本
説
話
集
一
〇

源
氏
物
語
奥
入
れ
・
葵
第
五
句
「
む
べ
も
い
ひ
け
り
」

紫
明
抄　

第
五
句
「
人
も
い
ひ
け
り
」

河
海
抄　

第
五
句
「
人
も
い
ひ
け
り
」

38
つ
ゝ
め
ど
も
か
く
れ
ぬ
物
は
夏
虫
の
身
よ
り
あ
ま
れ
る
思
ひ
成
け
り
（
一
〇
47
）

後
選
和
歌
集
巻
四
夏

和
漢
朗
詠
集
上
巻
夏

和
歌
童
蒙
抄

古
来
風
体
抄
下

定
家
十
体

近
代
秀
歌

定
家
八
代
抄

瑩
玉
集

八
代
集
秀
歌

詠
歌
一
体

後
撰
集
正
義

万
物
部
類
倭
歌
抄

五
代
勅
撰
集

倭
歌
題
林
抄

練
玉
和
歌
抄

私
玉
集

大
和
物
語
三
五

今
物
語
四

撰
集
抄
巻
二
ノ
一

十
訓
抄
一
〇
ノ
四
〇

39
世
の
中
の
あ
さ
き
瀬
に
し
も
成
行
け
ば
昨
日
の
藤
の
花
を
こ
そ
見
れ
（
一
一
47
）

古
今
和
歌
集
頓
阿
序
注　

第
二
・
三
・
四
・
五
句
「
あ
さ
き
瀬
に
の
み
な
り
ゆ
く
は

昨
日
の
淵
の
花
と
な
れ
ば
な
り
」

古
今
和
歌
集
灌
頂
口
伝　

第
二
句
「
あ
さ
き
せ
に
の
み
」

大
和
物
語
六
一

十
訓
抄
八
ノ
六

40
君
を
思
ひ
な
ま
〳
〵
し
身
を
焼
く
時
は
煙
お
ほ
か
る
物
に
ぞ
有
け
る
（
一
二
47
）

続
歌
林
良
林
集

大
和
物
語
六
〇

41
遠
近
の
人
め
ま
れ
な
る
山
里
に
家
居
せ
ん
と
は
思
ひ
き
や
君
（
一
三
47
）

後
撰
和
歌
集
巻
一
六
雑
二

袋
草
紙
上
巻

大
和
物
語
五
七

42
見
し
人
の
忘
の
み
行
山
里
に
心
な
が
く
も
来
た
る
春
か
な
（
一
四
48
）

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
七
雑
三　

初
句
「
見
し
人
も
」
第
三
句
「
ふ
る
さ
と
に
」

袋
草
紙　

初
句
「
見
し
人
」
第
二
句
「
わ
す
れ
の
み
す
る
」
第
三
句
「
ふ
る
さ
と
に
」

題
林
愚
抄　

初
句
「
見
し
人
も
」
第
三
句
「
ふ
る
さ
と
に
」

栄
花
物
語
上
巻
三

宝
物
集
巻
八　

初
・
二
句
「
見
し
人
も
と
は
ず
な
り
行
」

宝
物
集
（
久
遠
寺
本
・
一
巻
本
・
元
禄
刊
七
巻
本
）　

第
二
・
三
句
「
イ
ハ
ズ
ナ
リ
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ユ
ク
ヤ
マ
ヒ
ト
ニ
」

十
訓
抄
六
ノ
一
〇　

初
句
「
見
し
人
も
」
第
三
句
「
ふ
る
さ
と
に
」

古
今
著
聞
集
一
三

43
墨
染
の
衣
う
き
世
の
花
盛
折
り
忘
れ
て
も
折
り
て
け
る
か
な
（
一
五
48
）

道
信
集

実
方
集

新
古
今
和
歌
集
巻
八
哀
傷
歌

定
家
十
体

定
家
八
代
抄

時
代
不
同
歌
合
（
甲
）　

一
三
三
番
左
第
四
句
「
お
も
忘
れ
て
も
」

時
代
不
同
歌
合
（
乙
）　

一
三
三
番
左
第
四
句
「
を
り
わ
し
れ
て
も
」

中
古
三
十
六
人
歌
合
一
三
番
左

三
五
記

練
玉
和
歌
抄　

第
四
句
「
お
も
忘
れ
て
も
」

栄
花
物
語
上
巻
四

44
世
中
に
あ
ら
ま
し
か
ば
と
思
ふ
人
な
き
が
多
く
も
成
に
け
る
哉
（
一
六
48
）

拾
遺
抄
巻
一
〇
雑
下　

第
四
句
「
な
き
が
お
ほ
く
も
」

為
頼
集　

第
四
句
「
な
き
が
お
ほ
く
も
」

拾
遺
和
歌
集
巻
第
二
十
哀
傷　

第
四
句
「
な
き
が
お
ほ
く
も
」

後
葉
集
雑
二

後
十
五
番
歌
合
三
番
左

和
漢
朗
詠
集
下
巻
懐
旧　

第
四
句
「
な
き
は
お
ほ
く
も
」

玄
々
集

公
任
集
（
二
ヶ
所
に
所
載
）

和
歌
色
葉
集　

第
四
句
「
な
き
は
お
ほ
く
も
」

定
家
八
代
抄

万
物
部
類
倭
歌
抄

後
一
五
番
歌
合
・
三
番
右

九
代
抄

練
玉
和
歌
抄
九

狭
衣
物
語
巻
二
下

栄
花
物
語
上
巻
四　

第
四
句
「
な
き
は
お
ほ
く
も
」

古
本
説
話
集
三
六　

第
四
句
「
な
き
は
お
ほ
く
も
」

宝
物
集
巻
四
（
九
冊
本
）

撰
集
抄
八　

第
四
句
「
な
き
は
お
ほ
く
も
」

源
氏
物
語
奥
入
・
玉
鬘　

第
四
句
「
な
き
は
お
ほ
く
も
」

紫
明
抄　

第
四
句
「
な
き
は
お
ほ
く
も
」

河
海
抄　

第
四
句
「
な
き
は
お
ほ
く
も
」

45
あ
る
は
な
く
な
き
は
数
そ
ふ
世
中
に
哀
い
づ
れ
の
日
ま
で
歎
か
ん
（
一
六
48
）

小
町
集
Ⅰ

為
頼
集　

第
四
・
五
句
「
あ
は
れ
い
つ
ま
で
い
き
ん
と
す
ら
ん
」

小
大
君
集
Ⅱ　

第
四
・
五
句
「
あ
は
れ
い
つ
ま
で
い
き
ん
と
す
ら
む
」

続
詞
花
和
歌
集
巻
一
八
雑
下　

第
五
句
「
い
は
ん
と
す
ら
ん
」

新
古
今
和
歌
集
巻
八
哀
傷　

第
四
・
五
句
「
あ
は
れ
い
つ
れ
の
日
ま
で
な
げ
か
ん
」

定
家
八
代
抄

新
時
代
不
同
歌
合
六
〇
番
左　

第
五
句
「
あ
ら
む
と
す
ら
む
」

古
三
十
六
歌
僊
秘
談
（
庚
）
一
二
番
右
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後
葉
和
歌
集
雑
二　

第
四
・
五
句
「
あ
は
れ
い
つ
ま
で
あ
ら
む
と
す
ら
ん
」

九
代
抄　

第
四
・
五
句
「
あ
は
れ
い
つ
れ
の
日
ま
で
な
け
か
ん
」

練
玉
和
歌
抄
巻
九
雑
歌

栄
花
物
語
上
巻
四　

第
五
句
「
あ
ら
む
と
す
ら
む
」

古
本
説
話
集
三
六　

第
四
・
五
句
「
あ
は
れ
い
つ
ま
で
経
べ
き
我
身
ぞ
」

宝
物
集
巻
四　

第
四
・
五
句
「
あ
は
れ
い
つ
ま
で
あ
ら
ん
と
す
ら
ん
」

河
海
抄

謡
曲
関
寺
小
町

46
宵
の
間
に
君
を
し
い
の
り
置
き
つ
れ
ば
ま
だ
夜
深
く
も
覚
ゆ
る
か
な
（
一
七
48
）

源
兼
澄
集
二
八

続
詞
花
和
歌
集
巻
七
賀

袋
草
紙
上
巻　

第
五
句
「
お
も
ほ
ゆ
る
か
な
」

和
歌
呉
竹
集

栄
花
物
語
上
巻
三

宝
物
集
巻
一　

第
二
句
「
君
を
し
祝
ひ
」
第
四
・
五
句
「
ま
だ
夜
の
ふ
か
き
心
地
こ

そ
す
れ
」

47
わ
た
つ
海
の
お
き
に
こ
が
る
ゝ
物
み
れ
ば
あ
ま
の
釣
し
て
帰
る
な
り
け
り

 

（
一
八
48
）

籐
六
（
輔
相
）
集

枕
草
子
一
七
五

48
薪
こ
る
事
は
昨
日
に
尽
き
に
し
を
今
日
斧
の
柄
を
こ
ゝ
に
朽
た
さ
ん
（
一
九
48
）

傳
大
納
言
母
上
集

拾
遺
抄
巻
一
〇
雑
下　

第
四
句
「
い
ざ
を
の
の
は
」

拾
遺
和
歌
集
巻
二
〇
哀
傷　

第
四
句
「
い
ざ
を
の
の
は
」

玄
々
集

奥
義
抄　

第
四
・
五
句
「
い
さ
斧
の
え
は
こ
ゝ
に
く
た
さ
む
」

和
歌
色
葉
集　

第
四
・
五
句
「
い
さ
を
の
え
は
こ
ゝ
に
く
た
さ
む
」

万
物
部
類
倭
歌
抄　

第
四
・
五
句
「
い
ざ
を
の
え
は
こ
ゝ
に
く
た
さ
ん
」

枕
草
子
一
八
八

河
海
抄
胡
蝶　

第
四
句
「
い
ま
を
の
の
え
は
」・
御
法　

第
四
句
「
い
ざ
を
の
の
は
」

49
散
り
ぬ
れ
ば
く
や
し
き
も
の
を
大
井
河
岸
の
山
吹
今
盛
り
な
り
（
二
〇
48
）

夫
木
和
歌
集
第
六

新
拾
遺
和
歌
集
巻
二
春
下　

第
五
句
「
け
ふ
さ
か
り
な
り
」

難
波
江
五
下

大
和
物
語
一
〇
〇　

第
五
句
「
け
ふ
さ
か
り
な
り
」

古
本
説
話
集
一
一

50
く
や
し
く
ぞ
後
に
あ
は
ん
と
契
り
け
る
今
日
を
限
り
と
い
は
ま
し
も
の
を

 

（
二
〇
48
）

新
古
今
和
歌
集
巻
八
哀
傷

定
家
八
代
抄

増
纂
伊
勢
物
語
抄

大
和
物
語
一
〇
一

古
本
説
話
集
一
一

宇
治
拾
遺
物
語
一
四
六
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51
立
ち
の
ぼ
る
煙
に
つ
け
て
思
ふ
か
な
い
つ
ま
た
我
を
人
の
か
く
見
ん
（
二
二
48
）

和
泉
式
部
集
Ⅰ
・
Ⅲ
・
Ⅳ

和
泉
式
部
集
Ⅱ　

第
五
句
「
人
の
か
く
せ
ん
」

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
〇
哀
傷

万
物
部
類
倭
歌
抄
部
分
第
五
句
目
な
し

高
倉
院
升
遐
記
部
分

古
本
説
話
集
上
三
七

52〈
す
こ
し
春
あ
る
心
地
こ
そ
す
れ
〉・〈
空
さ
え
て
花
に
ま
が
ひ
て
散
る
雪
に
〉
住
歳

曾テ

為タ
二

西
邑ノ

吏ト
一

慣シ
タ
リ

下 

従よ
り二

駱
口
一

到ル
ニ中

南
秦ニ
上

三
時
雲
冷ヤ

カ
ニ
シ
テ

　
　

多ク

飛バ
スレ

雪
二
月
山
寒ク

シ
テ

　

少

有リ
レ

春
我
思ヒ

テ二

旧
時
一

（
二
四
48
）

白
氏
文
集
一
四
南
秦
雪
「
少
有
春
我
思
旧
時
」、「
雲
冷
多
飛
雪
」

公
任
集　

付
句
「
吹
そ
む
る
風
も
ぬ
る
ま
ぬ
ふ
る
さ
と
は
」

枕
草
子
一
〇
三　

付
句
「
空
寒
み
花
に
ま
が
へ
て
ち
る
雪
に
」

古
本
説
話
集
上
一
二

女
郎
花
物
語
下
五
二
（
万
治
四
版
）　

付
句
「
そ
ら
さ
む
み
花
に
ま
か
へ
て
ち
る

雪
に
」

53
好
き
物
を
花
の
あ
た
り
に
寄
せ
ざ
ら
ば
此
常
夏
に
根
絶
え
ま
し
や
は
（
二
五
48
）

仲
文
集　

第
四
・
五
句
「
こ
の
と
こ
な
つ
も
ね
た
ら
ま
し
や
は
」

公
任
集

古
本
説
話
集
上
一
三

54
山
深
き
入
相
の
鐘
の
声
ご
と
に
恋
そ
日
比
の
数
は
知
る
ら
ん
（
二
七
48
）

枕
草
子
二
二
四　

初
句
「
山
近
き
」
第
四
句
「
こ
ふ
る
こ
こ
ろ
の
」

古
本
説
話
集
上
一
四　

第
三
句
「
今
日
ぞ
」

西
山
物
語　

部
分

55
み
な
人
の
心
う
つ
ろ
ふ
長
月
の
菊
に
我
さ
へ
す
き
ぬ
べ
き
か
な
（
二
七
48
）

古
本
説
話
集
上
一
四

56
夜
も
す
が
ら
契
り
し
こ
と
を
忘
れ
ず
は
恋
ひ
ん
泪
の
色
ぞ
ゆ
か
し
き
（
三
一
49
）

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
〇
哀
傷

古
来
風
体
抄

定
家
八
代
抄

八
代
集
秀
歌

万
物
部
類
倭
歌
抄

百
人
秀
歌

悦
目
抄

栄
花
物
語
上
巻
七

今
昔
物
語
集
巻
二
四
第
四
一
話

宝
物
集
（
一
巻
本
）

無
名
草
子

十
訓
抄
一
ノ
一
一　

初
句
「
よ
と
と
も
に
」

発
心
集
二
三

57
求
め
て
も
か
ゝ
る
蓮
の
露
を
置
き
て
憂
き
夜
に
又
は
帰
る
も
の
か
は
（
三
二
49
）

清
少
納
言
集

千
載
和
歌
集
巻
一
九
釈
教
歌

枕
草
子
三
一
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58
わ
た
つ
海
に
親
を
お
し
入
れ
て
こ
の
主
の
盆
す
る
見
る
ぞ
哀
れ
成
り
け
る

 

（
三
四
49
）

続
詞
花
和
歌
集
巻
二
〇
戯
咲

枕
草
子
二
八
七　

第
二
句
「
親
お
し
入
れ
て
」

古
本
説
話
集
上
一
五　

第
二
句
「
親
落
し
入
れ
て
」

答
問
雑
稿
巻
二

59
曇
り
な
く
鏡
と
見
ゆ
る
池
の
面
に
写
れ
る
影
の
恥
か
し
き
か
な
（
三
五
49
）

栄
花
物
語
下
巻
一
七　

初
・
二
句
「
曇
り
な
き
鏡
と
磨
く
」

60
か
く
ば
か
り
さ
や
け
く
照
れ
る
夏
の
日
に
我
頂
き
の
雪
ぞ
消
せ
ぬ
（
三
五
49
）

栄
花
物
語
下
巻
一
七

61
い
に
し
へ
は
思
ひ
か
け
き
や
取
り
か
は
し
か
く
き
ん
物
と
の
り
の
衣
を
（
三
六
49
）

公
任
集

千
載
和
歌
集
巻
一
七
雑
歌
中

栄
花
物
語
下
巻
二
七

62
何
事
も
契
り
交
は
し
て
着
る
べ
き
を
君
が
衣
に
た
ち
遅
れ
け
る
（
三
六
49
）

公
任
集
初
句
「
同
じ
事
」

千
載
和
歌
集
巻
一
七
雑
歌
中　

初
句
「
同
じ
事
」

栄
花
物
語
下
巻
二
七　

初
句
「
お
く
れ
じ
と
」

63
故
郷
の
板
間
の
風
に
夢
覚
め
て
谷
の
風
は
い
か
に
吹
ら
ん
（
三
六
49
）

公
任
集　

第
三
句
「
ね
覚
し
て
」

定
頼
集　

第
三
句
「
ね
ざ
め
つ
つ
」

後
葉
集
巻
第
一
七
雑
二

続
詞
花
和
歌
集
巻
一
七
雑
中　

第
三
句
「
ね
覚
め
つ
つ
」

千
載
和
歌
集
巻
一
七
雑
歌
中　

第
三
句
「
ね
さ
め
し
て
」

高
良
玉
重
宮
神
秘
書
紙
背
和
歌　

第
三
句
「
ね
ざ
め
し
て
」

栄
花
物
語
下
巻
二
七

64
ま
だ
馴
れ
ぬ
み
山
が
く
れ
に
住
み
そ
む
る
谷
の
風
は
い
か
に
吹
く
ら
ん
（
三
六
49
）

公
任
集

栄
花
物
語
下
巻
二
七　

第
七
句
「
い
か
ゞ
吹
く
ら
ん
」

65
谷
風
に
な
れ
ず
と
い
か
に
思
ふ
ら
ん
心
は
は
や
く
住
み
に
し
も
の
を
（
三
六
49
）

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
七
雑
三　

第
二
句
「
な
れ
ず
と
い
か
ゞ
」

万
物
部
類
倭
歌
抄　

第
二
句
「
な
れ
ず
と
い
か
ゞ
」
第
三
句
「
思心

は
は
や
く
」

栄
花
物
語
下
巻
二
七　

第
二
句
「
馴
れ
ず
と
い
か
ゞ
」

66
山
里
の
嵐
の
寒
き
に
は
木
の
本
を
こ
そ
思
ひ
や
り
つ
れ
（
三
六
49
）

67
聞
き
し
よ
り
牛
に
心
を
か
け
な
が
ら
ま
た
こ
そ
越
え
ね
相
坂
の
関
（
三
七
49
）

和
泉
式
部
集
Ⅱ

栄
花
物
語
下
巻
二
五

古
本
説
話
集
下
五
〇

68
思
ひ
あ
ら
ば
葎
の
宿
に
寝
も
し
な
ん
ひ
し
き
物
に
は
袖
を
し
つ
ゝ
も
（
三
九
50
）

袖
中
抄
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日
吉
社
撰
歌
合
寛
喜
四
年

俊
成
卿
女
集

色
葉
和
難
抄
巻
九

万
代
和
歌
集

文
保
三
年
御
百
首

和
歌
無
底
抄
第
八

朗
詠
題
詩
歌

井
蛙
抄
第
二

倭
歌
題
材
抄

歌
林
良
材
集
文
章
撰
格
上　

部
分
「
お
も
ひ
あ
ら
ば
云
々
」

詞
林
拾
葉

文
章
撰
格
（
上
）　

部
分
「
お
も
ひ
あ
ら
ば
云
々
」

大
和
物
語
一
六
一

伊
勢
物
語
三

69
大
原
や
小
塩
の
山
も
今
日
こ
そ
は
神
代
の
事
も
思
い
出
づ
ら
め
（
三
九
50
）

業
平
集

古
今
和
歌
集
巻
一
七
雑
歌
上　

第
三
句
「
今け

ふ
日
し
こ
そ
」

古
今
和
歌
六
帖
第
三
山　

第
三
句
「
け
ふ
し
こ
そ
」

五
代
集
歌
枕
春
上

梁
塵
秘
抄
神
社
歌

和
歌
初
学
抄

袖
中
抄　

第
三
句
「
け
ふ
し
こ
そ
」

六
百
番
陳
状
春
中　

第
三
句
「
け
ふ
し
こ
そ
」・
冬
中
上
全
句
同
じ

古
来
風
体
抄

定
家
八
代
抄

顕
注
密
勘
抄

古
三
十
六
歌
僊
秘
談
（
庚
）

万
物
部
類
倭
歌
抄　

部
分
「
お
ほ
は
ら
や
を
し
ほ
の
山
も
け
ふ
こ
そ
は
」

井
蛙
抄

古
今
集
注　

第
五
句
「
オ
モ
ヒ
シ
ル
ラ
メ
」・
部
分
「
大
原
也
小
塩
之
山
毛　

オ
ホ

ハ
ラ
ヤ
ヲ
シ
ホ
ノ
ヤ
マ
モ
今ケ

日フ

等ラ

己コ

曾ソ

神
代
之
事
」・
部
分
「
緒ヲ
オ
モ
ヒ
イ
ツ
ラ
メ

思
出
良
目
」

練
玉
和
歌
抄
巻
五
神
祇

短
歌
撰
格
上　

部
分
「
大
原
や
を
し
ほ
の
山
」

大
和
物
語
一
六
一　

第
四
句
「
か
み
よ
の
こ
と
を
」

伊
勢
物
語
七
六

大
鏡
（
陽
成
紀
）

紫
明
抄

謡
曲
小
塩　

部
分
「
大
原
や
。
小
塩
の
山
も
今
日
こ
そ
は
神
代
も
思
ひ
。
知
ら
れ
け

れ
。
神
代
も
思
ひ
知
ら
れ
け
れ
。」・
全
句
同
じ

謡
曲
融　

部
分
「
大
原
や
。
小
塩
の
山
も
今
日
こ
そ
は
。
御
覧
じ
初
の
つ
ら
ぬ
。」

70
忘
草
生
ふ
る
野
辺
と
は
見
ゆ
ら
め
ど
忍
ぶ
な
り
後
も
頼
ま
ん
（
三
九
50
）

業
平
集
第
三
巻

4
系
統
本
業
平
集
（
書
陵
部
御
所
本
）　

第
三
句
「
な
る
ら
め
ど
」

和
歌
童
蒙
抄　

第
三
句
「
み
る
ら
め
ど
」

袖
中
抄
第
一
五　

第
三
句
「
見
る
ら
め
ど
」

和
歌
色
葉
集
四
一　

第
三
句
「
み
ゆ
ら
め
ど
」

千
五
百
番
歌
合　

一
二
八
八
番
判
詞
第
三
句
「
み
ゆ
ら
め
ど
」

顕
注
密
勘
抄
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古
今
集
注
巻
一
三
恋　

部
分
「
ミ
ル
ラ
メ
ド
コ
ハ
シ
ニ
ブ
ナ
リ
ノ
チ
モ
タ
ノ
マ

ジ
」・
巻
一
五
部
分
「
ワ
ス
レ
グ
サ
オ
ツ
ル
ノ
ベ
ト
ハ
ミ
ユ
ラ
メ
ド
コ
ハ
シ
ノ
ブ
」・

巻
一
五
恋
五
部
分
「
ナ
リ
ノ
チ
モ
タ
ノ
マ
ム
」

新
続
古
今
和
歌
集
巻
一
四
恋
四　

第
三
句
「
な
る
ら
め
ど
」

大
和
物
語
一
六
二

伊
勢
物
語
一
〇
〇

71
紫
野
雲
の
か
け
て
も
思
ひ
き
や
春
の
霞
に
な
し
て
見
ん
と
は
（
四
〇
50
）

実
方
集

流
布
本
系
統
実
方
集
（
書
陵
部
本
）　

第
五
句
「
な
ら
む
と
は｣

大
斎
院
前
の
御
集

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
六
哀
傷
定
家
八
代
抄　

第
五
句
「
な
し
は
て
ん
と
は
」

歌
枕
名
寄

栄
花
物
語
上
巻
四

今
昔
物
語
集
巻
二
四
第
四
〇
話

宝
物
集
巻
一
第
四
句
「
春
の
か
す
み
と
」

72
お
く
れ
じ
と
常
の
御
幸
は
急
ぎ
し
を
煙
に
そ
は
ぬ
旅
ぞ
悲
し
き
（
四
〇
50
）

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
哀
傷　

第
五
句
「
旅
の
悲
し
さ
」

古
来
風
体
抄　

第
五
句
「
た
び
の
か
な
し
さ
」

万
物
部
類
倭
歌
抄
巻
一
〇
哀
傷　

第
五
句
「
た
び
の
か
な
し
さ
」

定
家
八
代
抄　

第
五
句
「
た
び
の
か
な
し
さ
」

栄
花
物
語
上
巻
四　

第
五
句
「
旅
ぞ
悲
し
き
」

今
昔
物
語
集
巻
二
四
第
四
〇
話　

第
三
句
「
い
そ
ぎ
し
に
」・
第
五
句
「
た
び
の
か

な
し
さ
」

十
訓
抄
六
ノ
九　

第
三
「
い
そ
ぎ
し
に
」・
第
五
句
「
た
び
の
か
な
し
さ
」

73
足
引
き
の
山
あ
ひ
の
水
は
こ
ほ
れ
る
を
い
か
な
る
紐
の
解
く
る
成
る
ら
ん

 

（
四
一
50
）

流
布
本
清
少
納
言
集

実
方
集

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
九
雑
五　

第
二
句
「
山
井
の
水
」

千
載
和
歌
集　

第
二
句
「
や
ま
井
の
水
は
」

歌
枕
名
寄　

第
二
句
「
山
井
の
水
は
」

枕
草
子
九
〇　

第
二
句
「
山
井
の
水
は
」

74
う
は
氷
あ
は
に
結
べ
る
紐
な
れ
ば
か
ざ
す
日
か
げ
に
ゆ
る
ふ
ば
か
り
ぞ
（
四
一
50
）

流
布
本
清
少
納
言
集　

第
五
句
「
ゆ
る
ぶ
な
る
べ
し
」

千
載
和
歌
集
巻
一
六
雑
歌　

第
五
句
「
ゆ
る
ぶ
ば
か
り
を
」

枕
草
子
九
〇　

第
五
句
「
ゆ
る
ぶ
ば
か
り
を
」

75
唐
衣
花
の
袂
に
立
ち
替
へ
よ
我
こ
そ
春
の
色
は
た
ち
つ
れ
（
四
二
50
）

和
泉
式
部
集
Ⅱ

新
古
今
和
歌
集
巻
一
六
雑
歌
上　

第
三
句
「
ぬ
ぎ
か
へ
よ
」

定
家
八
代
抄　

第
三
句
「
ぬ
ぎ
か
へ
よ
」

栄
花
物
語
上
巻
一
五　

第
三
句
「
ぬ
ぎ
か
へ
よ
」

76
唐
衣
立
ち
替
は
り
ぬ
る
世
の
中
は
い
か
で
か
花
の
色
も
き
る
べ
き
（
四
二
50
）

新
古
今
和
歌
集
巻
一
六
雑
歌
上　

第
三
句
「
春
の
よ
に
」・
第
五
句
「
色
を
見
る

べ
き
」
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定
家
八
代
抄　

第
三
句
「
は
る
の
夜
に
」・
第
五
句
「
色
も
み
る
べ
き
」
１
２
１
６

栄
花
物
語
上
巻
一
五　

第
五
句
「
色
も
見
る
へ
き
」

77
脱
ぎ
替
へ
ん
事
ぞ
悲
し
き
春
の
色
を
君
が
立
ち
け
る
衣
と
思
へ
ば
（
四
二
50
）

和
泉
式
部
集
Ⅱ　

第
五
句
「
心
と
お
も
へ
ば
」

栄
花
物
語
上
巻
一
五　

第
四
句
「
君
が
た
ち
け
る
」
富
岡
本
栄
花
物
語
第
五
句
「
き

み
か
た
ち
つ
る
」

78
け
ふ
暮
て
あ
す
も
あ
り
と
な
頼
み
ぞ
と
つ
き
驚
す
鐘
の
声
哉
（
四
四
50
）

栄
花
物
語
下
巻
一
八

79
朝
ま
た
き
急
ぎ
を
き
つ
る
花
な
れ
と
我
よ
り
先
に
露
ぞ
置
き
け
る
（
四
四
50
）

栄
花
物
語
下
巻
一
八
巻　

第
二
句
「
急
ぎ
お
り
つ
る
」

80
君
が
た
め
つ
と
め
て
花
を
お
れ
と
て
や
同
じ
心
に
露
を
き
つ
ら
ん
（
四
四
50
）

栄
花
物
語
下
巻
一
八　

第
五
句
「
露
も
置
き
け
ん
」

81
煙
絶
え
雪
降
積
も
る
鳥
辺
野
は
鶴
の
林
の
心
地
こ
そ
す
れ
（
四
五
50
）

後
拾
遺
和
歌
集　

巻
一
〇　

初
句
「
薪
尽
き
」

奥
義
抄　

初
句
「
た
き
ぎ
つ
き
」

和
歌
童
蒙
抄　

初
句
「
た
き
ぎ
つ
き
」

和
歌
色
葉　

初
句
「
た
き
ぎ
つ
き
」

歌
枕
名
寄　

初
句
「
た
き
ぎ
つ
き
」

栄
花
物
語
下
巻
三
〇　

第
二
句
「
雪
降
り
し
き
る
」

82
見
し
人
の
な
く
成
行
を
聞
ま
ゝ
に
い
と
ゞ
み
山
ぞ
さ
び
し
か
り
け
る
（
四
五
50
）

栄
花
物
語
下
巻
三
〇

83
消
え
残
る
か
し
ら
の
雪
を
払
ひ
つ
ゝ
寂
し
き
山
を
思
ひ
や
る
哉
（
四
五
50
）

栄
花
物
語
下
巻
三
〇

84
あ
ま
の
原
ふ
り
さ
け
見
れ
ば
春
日
な
る
三
笠
の
山
に
出
し
月
か
も
（
四
六
50
）

古
今
和
歌
集
巻
九
覇
旅
歌

新
撰
和
歌
集
巻
三
別
旅

古
今
和
歌
六
帖
巻
一

新
撰
髄
脳

金
玉
集
雑

深
窓
秘
抄
雑

和
歌
体
十
種

和
漢
朗
詠
集
上
巻
月

秀
歌
三
十
六
人
和
歌

綺
語
抄

俊
頼
髄
脳

奥
義
抄

和
歌
童
蒙
抄

五
代
集
歌
枕
巻
一
上

万
葉
集
時
代
難
事

柿
本
人
麻
呂
勘
物

古
来
風
体
抄

定
家
八
代
抄
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西
行
上
人
談
抄

顕
注
密
勘
抄

秀
歌
大
体

百
人
秀
歌

百
人
一
首

歌
枕
名
寄

井
蛙
抄

連
珠
合
壁
集　

上
一　

部
分

私
玉
抄
巻
三
秋
之
部
二
七
月

別
本
和
漢
兼
作
集

臆
説
剰
言
初
句
「
青
海
原
」

和
歌
呉
竹
集

古
今
撰

歌
の
大
意

土
佐
日
記　

初
句
「
春
海
原
」

水
鏡

江
談
抄
巻
三
ノ
三

今
昔
物
語
集
巻
二
四
第
四
五
話

古
本
説
話
集
上
四
五

宝
物
集
（
九
冊
本
）
巻
三

撰
集
抄　

部
分

謡
曲
谷
行　

旅　

部
分
「
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
春
日
な
る
三
笠
の
山
を
さ
し
過
ぎ
て
」

謡
曲
野
守　

部
分
「
天
の
原
ふ
り
さ
け
見
る
と
詠
め
け
る
三
笠
の
山
陰
の
月
か
も
」

月
刈
藻
集
中

本
朝
語
園

85
わ
た
の
原
八
十
嶋
か
け
て
漕
出
ぬ
人
に
は
告
げ
よ
あ
ま
の
釣
船
（
四
七
51
）

古
今
和
歌
集
巻
九
覇
旅
歌

新
撰
和
歌
集
巻
三　

別
旅

二
〇
首

新
撰
髄
脳
六

金
玉
集
雑

深
窓
秘
抄
雑

和
歌
体
十
種

和
漢
朗
詠
集
下
巻
行
旅

和
歌
童
蒙
抄

顕
秘
抄

俊
頼
髄
脳

袖
中
抄
第
一
九

和
歌
色
葉

古
来
風
体
抄

定
家
八
代
抄

定
家
十
体

如
願
法
師
集　

第
三
・
四
句
「
し
る
べ
せ
よ
は
る
か
に
か
よ
ふ
」

顕
注
密
勘
抄

色
葉
和
難
集

八
代
集
秀
歌

時
代
不
同
歌
合　

一
〇
番
左

遠
島
御
歌
合　

六
八
番
右
第
三
「
し
る
べ
せ
よ
」
第
五
句
「
お
き
の
釣
船
」

百
人
秀
歌

百
人
一
首

万
物
部
題
倭
歌
抄
巻
九　

八
十
島　

部
分
「
わ
た
の
原
八
十
島
か
け
て
漕
出
で
ぬ
」
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別
本
和
漢
兼
作
集

弘
安
十
年
古
今
集
歌
注　

部
分
「
わ
た
の
原
や
そ
島
か
け
て
」

古
今
集
序
注

古
今
集
注

大
江
広
貞
注
古
今
集
注

井
蛙
抄

和
歌
題
林
抄

練
玉
和
歌
抄
巻
六
覇
旅

歌
の
大
意

水
鏡
第
三
「
人
に
は
か
た
れ
よ
」

今
昔
物
語
集
巻
二
四
第
四
五
話

宝
物
集
巻
二

撰
集
抄
八
ノ
五

雑
々
集
上
七

謡
曲　

野
守　

部
分
「
天
の
原
。
ふ
り
さ
け
見
る
と
詠
め
け
る
。
三
笠
の
山
陰
の
月

か
も
」

謡
曲　

龍
虎　

部
分
「
天
の
原
。
八
十
島
か
け
て
漕
ぎ
出
づ
る
。
〳
〵
船
路
の
末
も

不
知
火
の
」

伊
勢
物
語
注

86
人
知
れ
ず
止
み
な
ま
し
か
ば
侘
び
つ
ゝ
も
な
き
名
ぞ
と
だ
に
言
は
ま
し
物
を

 

（
五
四
52
）

古
今
和
歌
集
巻
一
五
恋
五　

第
二
句
「
た
え
な
ま
し
か
ば
」

新
撰
和
歌
集
巻
四
恋
雑

一
六
〇
首

伊
勢
集
Ⅰ　

第
二
句
「
た
え
な
ま
し
か
ば
」
第
五
句
「
い
ふ
へ
き
物
を
」

伊
勢
集
Ⅲ　

第
二
句
「
た
え
な
ま
し
か
ば
」

古
今
和
歌
六
帖　

五

金
玉
集　

第
二
句
「
た
え
な
ま
し
か
ば
」

深
窓
秘
抄
恋　

第
二
句
「
た
え
な
ま
し
か
ば
」

三
十
六
人
撰　

第
二
句
「
た
え
な
ま
し
か
ば
」

俊
頼
髄
脳　

第
二
・
三
句
「
た
え
な
ま
し
か
ば
な
か
〳
〵
に
」

二
八
要
抄
恋

大
鏡

今
昔
物
語
集
巻
二
四
第
四
七
話　

第
二
句
「
絶
え
な
ま
し
か
ば
」

古
本
説
話
集
上
二
九

雑
々
集
上
一
四

87〈
ほ
に
出
て
人
を
〉
花
す
ゝ
き
わ
れ
こ
そ
し
た
に
思
ひ
し
か
穂
に
出
て
て
人
に
む

す
ば
れ
に
け
り
（
五
四
52
）

古
今
和
歌
集
巻
一
五
恋
五

新
撰
和
歌
集
四

伊
勢
集
Ⅰ　

第
二
・
三
句
「
我
こ
そ
ふ
か
く
た
の
み
し
か
」
第
五
句
「
む
す
ば
れ
に

け
り
」

伊
勢
集
Ⅱ　

第
三
句
「
た
の
み
し
か
」

伊
勢
集
Ⅲ　

第
二
・
三
句
「
我
こ
そ
ふ
か
く
た
の
み
し
か
」

古
今
和
歌
集
六
帖
五　

第
三
句
「
た
の
み
し
か
」

顕
注
密
勘
抄

万
物
部
題
倭
歌
抄
巻
一
五
恋
五　

部
分
「
花
す
ゝ
き
わ
れ
こ
そ
し
た
に
思
ひ
し
か
穂

に
出
て
て
人
に
」

毘
沙
門
堂
古
今
集
注
仮
名
序　

部
分
「
花
す
す
き
ほ
に
い
だ
す
べ
き
事
に
も
あ
ら
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ず
…
」

二
八
要
抄
恋

大
鏡

今
昔
物
語
集
巻
二
四
第
四
七
話

古
本
説
話
集
上
二
九　

部
分
「
ほ
に
出
で
て
人
に
」

88
物
を
こ
そ
岩
根
の
松
の
岩
躑
躅
い
は
ね
ば
こ
そ
あ
れ
恋
し
き
物
を
（
五
六
53
）

古
今
和
歌
集
巻
一
一
恋
一　

初
句
第
二
句
「
思
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

新
撰
和
歌
集
巻
四
恋
雑

一
六
〇
首　

初
句
第
二
句
「
お
も
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の

山
の
」

和
漢
朗
詠
集
上
巻
春　

躑
躅　

初
句
第
二
句
「
お
も
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

俊
頼
髄
脳　

初
句
第
二
句
「
思
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

綺
語
抄　

初
句
第
二
句
「
お
も
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

清
輔
古
今
和
歌
集
勘
物　

初
句
第
二
句
「
思
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

五
代
集
歌
枕　

初
句
第
二
句
「
思
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

教
長
注　

初
句
第
二
句
「
思
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

顕
昭
注　

初
句
第
二
句
「
思
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

顕
注
密
勘　

初
句
第
二
句
「
思
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

定
家
八
代
抄　

初
句
第
二
句
「
思
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

詠
歌
大
概　

初
句
第
二
句
「
お
も
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

寂
恵
本
古
今
集
勘
物　

初
句
第
二
句
「
思
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

弘
安
集
注　

部
分
「
思
出
づ
る
と
き
わ
の
山
の
…
」

古
今
和
歌
集
注
抄
出
初
句
第
二
句
「
思
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

歌
枕
名
寄　

初
句
第
二
句
「
思
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
」

和
歌
口
伝
抄　

初
句
第
二
句
「
お
も
ひ
い
ず
る
と
き
わ
の
山
の
」

大
江
広
貞
古
今
註　

部
分
「
思
ひ
い
づ
る
と
き
わ
の
山
の
…
」

大
和
物
語
一
二
四

今
昔
物
語
集
巻
二
二
第
八
話

十
訓
抄
六
ノ
二
三　

初
句
・
第
二
句
「
思
ひ
出
づ
る
と
き
な
の
山
の
」

雑
々
集
上
一
〇

本
朝
語
園
三
八
三

89
昔
せ
し
我
予
言
の
悲
し
き
は
い
か
に
契
り
し
名
残
な
り
け
ん
（
五
六
53
）

後
撰
和
歌
集
巻
一
二
恋
二　

第
五
句
「
名
残
な
る
ら
ん
」

清
輔
古
今
和
歌
集
勘
物　

部
分
「
ム
カ
シ
セ
シ
ワ
カ
ヽ
ネ
コ
ト
ノ
カ
ナ
シ
キ
ハ
」

顕
昭
注　

第
五
句
「
ナ
ゴ
リ
ナ
ル
ラ
ム
」

古
来
風
体
抄　

第
五
句
「
名
残
な
る
ら
ん
」

定
家
八
代
抄　

第
五
句
「
名
残
な
る
ら
ん
」

古
今
和
歌
集
注
抄
出　

第
五
句
「
名
残
な
る
ら
ん
」

万
物
部
類
倭
歌
抄　

第
五
句
「
名
残
な
る
ら
ん
」

時
代
不
同
歌
合　

四
四
番
左
第
五
句
「
名
残
な
る
ら
ん
」

古
今
和
歌
集
灌
頂
（
和
歌
口
伝
抄
）　

第
五
句
「
な
ご
り
な
る
ら
ん
」

大
江
広
貞
注
古
今
註　

第
五
句
「
名
残
な
る
ら
ん
」

古
今
集
註
乾
本　

第
五
句
「
名
残
な
る
ら
ん
」

八
代
集
秀
歌　

第
五
句
「
名
残
な
る
ら
ん
」

練
玉
和
歌
抄　

第
五
句
「
名
残
な
る
ら
ん
」

十
訓
抄
六
ノ
二
三　

第
五
句
「
名
残
な
る
ら
ん
」

河
海
抄

雑
々
集
上
一
〇
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90
現
に
て
誰
契
り
け
ん
定
め
な
き
夢
路
に
た
ど
る
我
は
我
か
は
（
五
六
53
）

後
撰
和
歌
集
巻
一
二
恋
三　

第
四
句
「
夢
ぢ
に
迷
ふ
」

古
来
風
体
抄　

第
四
句
「
夢
路
に
ま
ど
ふ
」

顕
昭
注　

第
四
句
「
ユ
メ
ジ
ニ
マ
ド
フ
」

定
家
八
代
抄　

第
四
句
「
夢
路
に
ま
ど
ふ
」

古
今
集
注
（
天
理
本
古
今
集
注
二
首
）　

第
四
句
「
ゆ
め
ぢ
に
や
ど
る
」

十
訓
抄
六
ノ
二
三　

第
四
句
「
夢
ぢ
と
ま
ど
ふ
」

河
海
抄　

第
四
句
「
夢
ぢ
に
ま
ど
ふ
」

雑
々
集
上
一
〇

91
都
に
も
恋
し
き
人
の
あ
ま
た
あ
れ
ば
猶
此
度
は
い
か
ん
と
ぞ
思
ふ
（
五
七
57
）

後
拾
遺
和
歌
集
巻
一
三
恋
三

俊
頼
髄
脳
初
句
「
み
や
こ
に
は
」

万
物
部
類
倭
歌
抄
第
三
句
「
あお

ほ

か

ま
た
あ
れ
ば
」

今
昔
物
語
集
巻
三
一
第
二
八
話
第
二
句
「
わ
び
し
き
人
」

宝
物
集
巻
七　

初
句
「
都
に
は
」
第
二
句
「
わ
び
し
き
人
」
第
五
句
「
ゆ
か
ん
と
ぞ

思
ふ
」

十
訓
抄
一
ノ
四
五
第
二
句
「
わ
び
し
き
人
」

体
源
抄
一
二
ノ
下
第
二
句
「
わ
び
し
き
人
」

92〈
遣
愛
寺
鐘
欹
枕
聴　

香
炉
峯
雪
撥
簾
看
〉（
五
九
57
）

白
氏
文
集
第
一
六

和
漢
朗
詠
集
下
巻　

山
家

枕
草
子
二
九
九

悦
目
抄

93〈
蛍
火
乱
飛
〉
螢
火
乱
飛
秋
巳
近
（
六
〇
57
）

全
唐
詩
巻
一
四
元
愼
二
〇
夜
坐

和
漢
朗
詠
集
上
巻
夏　

蛍

三
五
記

私
玉
抄
巻
二
夏
之
部
位
二
二　

蛍

今
物
語
四

十
訓
抄
一
ノ
一
五

東
斎
随
筆
東
二
〇
〇

94〈
夕
殿
に
蛍
飛
ん
で
〉
夕
殿
螢
飛
思
悄
然　

秋
燈
挑
盡
未
能
眠
（
六
〇
57
）

白
氏
文
集
第
一
二
感
傷
四

和
漢
朗
詠
集
下
巻
恋

玉
台
新
詠　

玉
融
の
玉
階
怨
「
夕
殿
に
珠
簾
下
る　

流
螢
飛
び
て
ま
た
息
ふ　

長
夜

羅
夜
を
経
ふ　

君
を
思
ふ
こ
と
こ
こ
に
何
ぞ
極
ま
れ
る
」

悦
目
抄

源
氏
物
語　

幻

十
訓
抄

今
物
語
四　
「
夕
殿
螢
飛
思
悄
然
」

95〈
隠
れ
ぬ
物
は
夏
虫
の
〉
つ
ゝ
め
ど
も
か
く
れ
ぬ
物
は
夏
虫
の
身
よ
り
あ
ま
れ
る

思
ひ
成
り
け
り
（
六
〇
57
）

第
38
番
歌
を
参
照

96
音
も
せ
て
み
さ
ほ
に
も
ゆ
る
蛍
こ
そ
鳴
虫
よ
り
も
哀
れ
な
り
け
れ
（
六
〇
57
）

重
之
集　

第
二
句
「
思
ひ
に
も
ゆ
る
」
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後
拾
遺
和
歌
集
巻
三
夏　

第
二
句
「
思
ひ
に
も
ゆ
る
」

新
撰
朗
詠
集
上
夏　

蛍　

第
二
句
「
思
ひ
に
も
ゆ
る
」

悦
目
抄　

第
二
句
「
思
ひ
に
も
ゆ
る
」

題
林
愚
抄　
　

第
二
句
「
思
ひ
に
も
ゆ
る
」

練
玉
和
歌
抄
巻
二
夏
歌　

第
二
句
「
思
ひ
に
も
ゆ
る
」

宝
物
集　

第
二
句
「
思
ひ
に
も
ゆ
る
」

今
物
語
四

【
注
】

（
1
）　

中
村
義
雄
・
小
内
一
明
「
古
本
説
話
集
和
歌
所
載
文
献
一
覧
」（『
群
馬
県
立
女
子

大
学
紀
要
国
語
国
文
学
編
』
第
一
四
号
平
成
五
年
三
月
発
行
）。
本
稿
を
な
す
に
当
た

り
、
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ご
教
示
い
た
だ
い
た
文
献
に
加
え
、
当
方
の
調

査
済
み
の
も
の
と
新
た
に
い
く
つ
か
の
文
献
名
を
追
加
し
て
一
覧
に
記
し
た
。


